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に
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る
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而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
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妙
本
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本
『
曽
我
物
語
』
を
中
心
と
し
て
　
ー

橋
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一
、
は
じ
め
に

二
、
曽
我
物
語
に
於
け
る
「
而
」
字

三
、
中
世
以
前
の
「
而
程
」
「
而
事
」
に
つ
い
て

四
、
日
蓮
宗
に
於
け
る
「
而
」
の
用
法

1
．
日
興
門
流
か
ら
の
検
討

2
．
日
助
・
口
我
と
同
時
代
の
日
蓮
宗
内
異
法
脈
か
ら
の
検
討

五
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

（1）

「
而
」
字
は
、
中
世
の
古
辞
書
に
於
い
て
シ
カ
系
の
接
続
詞
と
の
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
漢
字
で
あ
る
。
然
る
に
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』

に
は
、
「
而
」
字
を
以
て
サ
系
の
接
続
詞
、
あ
る
い
は
そ
の
派
生
語
と
し
て
使
用
し
た
用
例
が
複
数
例
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
抄
本

寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
於
け
る
「
而
」
字
の
訓
読
法
を
確
認
し
た
上
で
、
真
名
本
を
初
め
と
す
る
周
辺
の
資
料
を
も
対
象
と
し
て
、
「
而
」
字



と
そ
の
訓
と
の
関
係
と
、
用
字
法
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
右
の
検
討
の
結
果
、
種
々
の
資
料
の
内
、
「
而
」
字
と
サ
系
の
語
と
の
結
び
つ
き

が
見
出
せ
る
資
料
は
真
名
本
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
限
ら
れ
た
資
料
に
於
い
て
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
於
け
る
「
而
」
字

（2）

ま
ず
、
中
世
真
名
本
の
一
つ
、
抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
用
字
と
訓
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
抄
本
寺
本
『
曽
我
物

語
』
中
の
「
而
」
字
を
、
次
に
記
す
如
く
ま
ず
単
字
と
熟
字
と
に
分
か
ち
、
更
に
単
字
を
全
訓
付
訓
・
部
分
付
訓
・
無
訓
と
に
分
類
し
た
。

（3）

．
以
下
、
そ
の
分
類
結
果
の
表
を
掲
げ
る
。

全
訓
付
訓

部
分
付
訓

無
訓

単

｛子

部

分

全
訓

付 付

訓 訓
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中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
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熟
字

無
訓

而而而不而乍
程事御而気而 レリ＿ヽカモててレIノに

事 とともコ
’ももソ

8512111 6 12111121

全
訓
付
訓
の
用
例
は
表
中
網
掛
け
を
施
し
た
全
3
例
で
、
そ
の
訓
と
し
て
「
サ
リ
ト
モ
」
「
サ
ラ
バ
」
「
サ
レ
ハ
ト
テ
」
と
、
い
ず
れ
も
「
而
」

字
に
サ
系
接
続
詞
の
訓
を
与
え
て
い
る
。
全
訓
付
訓
例
3
例
を
次
に
掲
げ
る
。

ケ
レ
は
サ
リ
と
も
と
　
ケ
レ
と
も

夜
深
　
謝
l
I
思
、

の

　

　

キ

け

り

は

哀
己
程
果
報
拙
充
レ
者
、

に
　
を
　
ヌ
　
　
は
　
　
　
　
か
は

矢
一
物
不
レ
云
有
レ
事
、

ツ
ル
　
に
は
　
　
　
　
　
　
シ
て
　
を

罷
出
処
随
兵
成
レ
垣

け
l
－
1
フ
恒
　
　
　
　
モ
　
　
て

而
今
一
月
疾
生

サ
レ
は
と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
に
て
は

瑚
－
亦
無
二
大
事
手
l
物
乎

（
四
2
1
オ
）

（
二
9
オ
）

（
二
2
オ
）

ま
た
、
熟
字
の
用
例
に
お
い
て
も
、
そ
の
熟
字
の
構
成
か
ら
サ
系
接
続
詞
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
用
例
が
見

ら
れ
る
。
次
の
熟
字
「
不
而
」
は
そ
の
付
訓
を
手
掛
か
り
に
す
る
と
「
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
」
と
訓
め
る
。

け
る
コ
ソ
　
　
　
　
ケ
レ
　
　
　
タ
に
　
ラ
　
　
　
　
は
　
モ
　
モ

只
独
尋
　
参
珍
重
、
不
杏
樹
枯
二
人
目
撃

（

一

5

ウ

）



ま
た
、
次
の
用
例
「
乍
而
」
は
「
サ
リ
ナ
ガ
ラ
モ
」
と
訓
読
す
る
も
の
と
考
え
る
。

て

　

の

　

　

す

　

に

　

モ

　

リ

て

　

メ

　

ツ

、

　

　

を

有
二
親
方
甲
斐
融
二
加
様
一
旬
レ
l
珂
為
レ
堅
呼
二
返
小
次
郎
一
　
　
　
　
（
五
7
ウ
）

こ
の
よ
う
に
、
「
而
」
字
を
サ
系
接
続
詞
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
語
と
し
て
訓
読
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
熟
字
「
而
気
」
は
、

「
サ
リ
ゲ
」
と
な
り
、
次
の
用
例

と
も
　
キ
　
　
　
　
　
　
に
　
ツ
、
　
　
シ
て
　
　
　
ツ
、
の
　
か
　
リ
て
と
そ
　
に
　
け
る

然
元
二
両
郵
様
賞
空
咲
起
直
袴
情
懸
レ
　
戸
云
、
　
　
　
　
　
　
（
七
2
ウ
）

の
「
元
而
気
」
は
「
サ
リ
ゲ
ナ
キ
」
と
訓
読
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
付
訓
の
存
す
る
「
而
」
字
に
つ
い
て

は
サ
系
語
と
し
て
訓
読
で
き
、
「
不
而
」
「
乍
而
」
「
而
気
」
に
つ
い
て
は
用
字
法
か
ら
推
し
て
サ
系
語
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
理
解

で
き
る
。

『
曽
我
物
語
』
よ
り
も
時
代
的
に
遡
る
資
料
で
あ
る
が
二
而
」
字
は
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
記
述
に
見
え
る
如
く
、
シ
カ
系
の
接

続
詞
と
し
て
訓
読
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

而

如
之
（
平
）
反
　
シ
l
利
刊
l
l
　
ノ
コ
ル
　
コ
ト
シ
　
可
別
l
列

ナ
ム
か
チ
　
シ
テ
　
　
　
　
　
禾
シ

（
悌
上
7
5
・
4
）

（4）

白
河
本
『
字
鏡
集
』
に
於
い
て
も
「
ノ
コ
ル
　
コ
ト
シ
　
シ
カ
ク
　
ナ
ム
タ
チ
　
シ
カ
モ
　
ス
ナ
ハ
チ
　
ッ
ラ
ノ
チ
　
ヨ
シ
　
ヨ
ル
」
の

各
訓
を
有
す
る
の
み
で
、
右
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
『
節
用
集
』
の
記
述
に
よ
っ
て
も
「
而
」
字
は
シ
カ
系
の
語
と
し
て
そ
の
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
節
用
集
』
諸
本
の
内
、
シ
カ
系
・

サ
系
の
語
に
つ
い
て
記
述
が
見
ら
れ
た
用
例
は
左
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

永
禄
二
年
本

シ
カ
モ

而

　

　

　

（

2

1

3

／

3

）

饅
頭
屋
本

シ
カ
ル
　
シ
カ
モ

然
　
而

（159／6）

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
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尭
空
本

シ
カ
モ

而

　

　

　

（

1

9

6

／

3

）

易
林
本

シ

カ

モ

同

而
　
然
　
　
　
（
2
1
9
／
5
）

院
政
期
か
ら
中
世
室
町
時
代
の
字
訓
を
帰
納
す
る
に
は
、
右
の
用
例
の
貧
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
辞
書
の
記
述
に
従
う
な
ら
ば
、
妙

本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
お
い
て
「
而
」
字
の
訓
と
し
て
サ
系
接
続
詞
を
用
い
る
こ
と
は
特
異
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
室
町
時
代
末
の
文
献
で
、
「
而
」
字
に
サ
系
接
続
詞
と
の
関
係
を
指
摘
で
き
る
辞
書
と
し
て
、
抄
本
寺
蔵
『
い
ろ
は
字
』
　
（
永
禄
二

年
（
一
五
五
九
）
成
立
）
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
サ
系
・
シ
カ
系
接
続
詞
に
関
す
る
記
述
全
て
を
次
に
記
す
。

（5）

妙
本
寺
蔵
『
い
ろ
は
字
』

而
　
サ
レ
ハ

サ
テ

茄
　
サ
レ
ハサ

ル

和
ヨ
ミ
　
ー
事

サ
ラ
バ

然
者

サ
レ
ハ

ト
モ
　
和
語
　
ホ

而

シ
カ
ル
こ

然
　
　
ホ

（60・3）（60・7）（87・1）

「
ホ
」
字
に
「
而
」
を
類
義
字
と
し
て
掲
出
し
、
サ
系
接
続
詞
で
あ
る
「
サ
レ
バ
」
訓
を
掲
げ
る
。
「
然
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
然
者
」
を
「
サ

レ
バ
・
サ
ラ
バ
・
サ
レ
ト
モ
」
と
し
て
「
然
」
字
と
サ
系
接
続
詞
と
の
関
係
を
伺
わ
せ
、
「
然
」
字
に
対
し
て
は
「
シ
カ
ル
ニ
」
と
シ
カ
系
接

（6）

続
詞
と
の
対
応
も
見
せ
て
い
る
。

『
い
ろ
は
字
』
と
『
曽
我
物
語
』
と
は
、
両
本
と
も
に
抄
本
寺
に
蔵
さ
れ
、
曽
我
物
語
が
抄
本
寺
僧
自
我
の
什
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
い



ろ
は
字
』
が
同
じ
自
我
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
両
本
の
資
料
的
な
位
置
関
係
は
非
常
に
近
い
の
で
あ
る
。

三
、
中
世
以
前
の
「
而
程
」
　
「
而
事
」
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
字
訓
の
検
討
を
し
て
き
た
が
、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
　
に
は
サ
系
接
続
詞
を
背
景
に
持
つ
で
あ
ろ
う
熟
字
が
存
し
た
。
そ
れ

ら
の
用
例
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
熟
字
の
内
、
先
に
掲
げ
た
以
外
の
用
法
は
、
サ
系
の
接
続
関
係
を
示
す
連
語
と
し
て
「
而

程
」
「
而
事
」
、
サ
系
接
頭
辞
を
含
む
連
語
の
一
部
と
し
て
「
乍
而
」
「
不
而
」
が
み
ら
れ
る
。

熟
字
用
例

ナ

ン

　

　

に

　

　

に

レ

　

　

レ

語
＝
曽
我
殿
」
面
矧
安
聞
、
此
間

モ
　
　
　
　
に
　
下
へ
は
　
か
と
　
ケ
レ
　
ル
　
と
は
　
シ
と

母
下
人
共
尋
レ
実
申
二
面
剖
－
候
一

け
る
コ
ソ
　
　
　
　
　
ケ
レ
　
　
　
タ
に
　
ラ
　
　
　
　
　
は
　
モ
　
モ

只
独
尋
　
参
珍
重
、
司
り
珂
枯
二
人
目
撃

の
　
　
　
　
　
　
　
す
ラ
ム
　
　
　
に
　
　
モ
　
　
リ
　
て
　
　
メ

親
方
甲
斐
一
制
二
加
様
一
乍
レ
而
為
レ
堅
、
呼
二
返
小
次
郎
－

（
五
6
ウ
）

（
六
3
0
ウ
）

（

一

5

ウ

）

（
五
7
ウ
）

こ
れ
ら
の
熟
字
の
内
、
「
而
事
」
「
而
程
」
と
、
他
の
二
種
　
（
「
乍
而
」
「
不
而
」
）
　
と
を
分
か
ち
、
「
而
＋
名
詞
」
　
（
「
而
事
」
「
而
程
」
）
　
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

（7）

中
世
ま
で
の
諸
文
献
に
於
け
る
「
而
事
」
「
而
程
」
の
出
現
状
況
を
左
に
掲
げ
る
。
調
査
対
象
と
し
て
は
、
変
体
漢
文
と
称
さ
れ
る
資
料
を

中
心
と
し
て
、
若
干
の
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
。
表
中
、
文
書
・
古
記
録
・
真
名
本
そ
し
て
軍
記
・
抄
物
で
あ
る
漢

字
片
仮
名
交
り
文
の
順
に
記
す
。
尚
、
（
　
）
内
の
数
字
は
、
「
然
而
程
」
「
然
而
事
」
の
用
例
数
で
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
。
又
、
備
考
を
〔
　
〕

内
に
記
し
た
。

古
記
録
・
文
書
で
は
字
の
連
続
と
し
て
、
「
而
程
」
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
法
は
熟
字
と
し
て
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
「
而
」
単
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
2
例
を
次
に
記
す
。

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
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延応湯 方申＋爪l
曽大四源 貞九小御殿岡蕉 平資

慶仁山 丈道我塔部平 信暦右堂暦屋軒 安 漢

字

料

本記聯 記集物物合闘 公記関関目 遺
平句 語語戟評 記自白録 文
家
物
語

抄 状
本
平
家
物
語

録 記記

〔猿〔去〔去 028〔去80 0nu0
（

0000 1 而

程程程 程 1 程

ノノノ ノ ） （供
ミ
用
例
〕

ミ
〕

ミ
2
例
〕

ミ
〕

伸而
程
）

〔猿00 0215070 0
（

13
（

1200 3
（

而
事 101 1 事

ノ
ミ
蔚
例
〕

）） ） （然
而
事
）

此
□
潜
禅
師
被
下
別
給
清
文
取
給
、
又
鶴
子
下
別
給
、
而
l
矧
邁
堺
、
隔
土
毛
開
口
耳
、
為
恥
不
少
垂
還
迩
者
宜
哉
以
状

（
平
安
遺
文
一
九
〇
伊
州
某
書
状
、
延
喜
四
年
十
月
二
十
二
日
）

事
可
同
彼
意
、
然
瑚
矧
闇
鳳
凰
、
仇
猶
可
闇
鳳
、
此
田
等
異
相
含
了
（
小
右
記
、
長
元
元
年
七
月
十
五
日
）



（8）

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
程
」
は
「
造
堺
」
　
「
遼
遠
」
の
程
度
を
示
す
語
「
ホ
ド
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
用
例
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、
管
見
の
限
り
で
は
、
古
記
録
・
文
書
に
於
い
て
「
両
種
」
は
接
続
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
一
方
、
「
而
事
」
は
、
古
記
録
に
そ
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
『
神
道
集
』
・
『
曽
我
物
語
』
・
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
で
は
複
数
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
真
名
本
と

同
時
代
の
文
献
と
比
較
す
る
と
、
他
本
が
「
去
程
」
等
の
「
去
」
字
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
真
名
本
の
な
か
で
も
特
に
『
神
道
集
』
・
『
曽

我
物
語
』
・
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
で
は
「
而
程
」
「
而
事
」
を
用
い
る
と
い
う
違
い
が
指
摘
で
き
る
。

（9）

「
而
程
」
　
の
用
例
（
全
例
中
2
例
を
掲
げ
る
）

カ

　

一

　

　

ヲ

玉

ト

テ

チ

　

ノ

モ

ケ

リ

云
二
禁
香
高
閲
レ
之
且
待
云
而
両
税
后
千
手
経
読
　
後
御
産
色
見
　
（
神
道
集
5
9
／
5
）

ニ

マ

テ

ナ

ル

ヒ

ヲ

サ

レ

　

　

ル

ト

ニ

ル

ノ

　

ノ

　

ト

　

ツ

、

　

　

　

　

マ

テ

ヒ

天
人
鬼
畜
至
妙
思
成
ケ
リ
嘲
呵
l
有
夜
遊
件
鬼
王
寄
合
伊
諒
門
地
野
辺
遊
ケ
リ
（
神
道
集
1
5
0
／
1
1
）

但
し
、
次
の
用
例
も
存
す
る
。

こ

ノ

ヲ

　

ス

ル

モ

　

ニ

ハ

ス

．

主

㌣

F

l

l

l

　

　

テ

　

ノ

ニ

ヱ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

ス

是
程
此
君
守
護
事
只
事
非
而
程
三
十
里
隔
此
山
奥
苑
商
山
l
処
云
こ
喜
兄
上
大
壷
在
　
（
神
道
集
6
0
／
1
0
）

こ
の
用
例
は
、
「
シ
カ
ル
こ
ホ
ド
」
の
用
例
で
、
「
程
」
が
接
続
詞
を
構
成
す
る
要
素
で
は
な
く
、
名
詞
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
用

例
は
用
例
数
に
計
上
し
て
い
な
い
。

真
名
本
と
し
て
『
曽
我
物
語
』
等
の
資
料
と
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
『
大
塔
物
語
』
に
お
い
て
は
、
「
而
」
字
に
付
訓
が
存

し
な
い
の
で
サ
系
・
シ
カ
系
の
何
れ
か
を
決
し
難
い
。
し
か
し
、
サ
系
接
続
詞
と
し
て
「
去
程
」
「
去
間
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
而
」
字
の
訓
と
し
て
は
シ
カ
系
接
続
詞
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
に
於
い
て
は
、
用
字
と
し
て
「
而
程
」
（
8
例
）
、
「
而
事
」
（
7
例
）
が
み
ら
れ
、
更
に
他
本
に
は
見
え
な
い

「
不
而
」
（
4
例
）
、
「
乍
而
」
（
2
例
）
、
「
而
気
」
（
2
例
）
が
見
ら
れ
る
。
『
神
道
集
』
・
『
曽
我
物
語
』
・
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
の
三
本

（10）

に
「
而
程
」
「
而
事
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
問
に
種
々
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
用

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
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字
・
訓
読
の
面
で
も
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

『
源
平
闘
詳
録
』
は
、
「
而
程
」
「
而
事
」
と
も
に
用
例
が
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、
「
然
程
」
（
4
4
例
）
「
然
事
」
（
2
例
）
が
み
ら
れ
、
そ
れ

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
サ
ル
ホ
ド
」
「
サ
ル
コ
ト
」
と
訓
ず
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
「
然
」
字
に
は
『
源
平
闘
詳
録
』
　
に
全
訓
付
訓
例
と
し
て
サ
系

、〓－

語
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
「
サ
ラ
メ
ダ
ニ
」
等
の
訓
を
背
景
と
す
る
用
字
が
生
じ
た
背
景
的
要
因
と
し
て
は
、
所
謂
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
語
「
サ
ル
ホ
ド
」

の
頻
用
が
認
め
ら
れ
る
。
用
字
と
し
て
既
に
存
し
て
い
た
「
而
程
」
に
対
す
る
訓
と
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

「
而
程
」
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
次
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

寧
二
此
羅
漢
ヲ
供
養
シ
テ
昼
夜
二
帰
依
ス
ル
事
元
限
シ
。
而
ル
程
こ
、
婆
羅
門
、
要
事
有
テ
遠
ク
行
カ
ム
ト
為
ル
ニ
（
巻
二
、
讐

こ
の
用
例
に
関
し
て
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
補
注
（
3
0
1
）
　
で
は
「
こ
の
接
続
詞
は
、
後
の
軍
記
物
語
に
お
い
て
は
「
サ
ル
程
ニ
」
と
な

（12）

り
、
屡
々
使
わ
れ
る
こ
と
、
周
知
の
通
り
。
（
後
略
）
」
と
し
て
い
る
。

確
か
に
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
　
に
お
い
て
は
、
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
1
0
0
例
出
現
す
る
の
に
対
し
て
、
「
シ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
存
し
な
い
。

今
昔
物
語
集
に
お
い
て
「
而
程
」
が
「
シ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
何
れ
か
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
知
り
得
な
い
と
し
て
、
そ
の
よ

う
な
用
字
「
而
程
」
に
相
当
す
る
語
と
し
て
シ
カ
系
が
使
用
さ
れ
ず
、
サ
系
の
語
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
頻
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
「
而
程
」
が

「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
と
結
び
つ
き
、
「
而
」
字
に
「
サ
リ
ナ
ガ
ラ
」
（
「
乍
而
」
）
「
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
」
（
「
不
而
」
）
な
ど
の
サ
系
接
続
詞
と
し
て
の
用
法

（13）

が
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
。
「
而
事
」
に
も
同
様
の
過
程
が
想
定
さ
れ
よ
う
が
、
そ
の
訓
読
に
つ
い
て
確
例
を
見
出
し
て
い
な
い
。

四
、
日
蓮
宗
に
於
け
る
「
而
」
　
の
用
法

こ
れ
ま
で
、
「
而
」
字
と
サ
系
譜
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
資
料
の
内
『
曽
我
物
語
』
・
『
い
ろ
は
字
』
は
、
何
れ
も
日
蓮
宗
と
関
わ
る
資
料
で

あ
る
。
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
た
『
曽
我
物
語
』
が
所
蔵
さ
れ
る
妙
本
寺
は
、
日
蓮
宗
日
興
門
流
の
日
郷
の
開
基
に
か
か
る
寺
で
あ
る
。



こ
の
抄
本
寺
本
の
副
本
と
さ
れ
る
本
門
寺
本
を
所
蔵
す
る
本
門
寺
も
ま
た
日
興
門
流
で
あ
り
、
そ
れ
ら
真
名
本
を
仮
名
に
改
め
た
と
さ
れ
る

大
石
寺
本
を
所
蔵
す
る
大
石
寺
も
ま
た
、
同
様
で
あ
る
。

（14）

次
に
血
脈
を
掲
げ
る
。

日
興

品 日
日
H

自
尊

日
代

日
妙

L
…
…

日
蓮
正
宗
総
本
山
大
石
寺
（
大
石
寺
本
『
曽
我
物
語
』
）

日
蓮
宗
富
士
山
久
遠
寺
※
久
遠
寺
と
抄
本
寺
と
は
兼
任

日
蓮
正
宗
中
谷
山
妙
本
寺
（
抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
・
『
い
ろ
は
字
』
）

日
蓮
宗
本
山
要
法
寺

日
蓮
系
単
立
富
士
山
本
門
寺

日
蓮
宗
多
宝
富
士
山
本
門
寺
（
本
門
寺
本
『
曽
我
物
語
』
）

抄
本
寺
本
に
そ
の
名
が
み
え
る
自
我
は
、
日
郷
か
ら
は
十
代
後
の
妙
本
寺
の
住
持
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
而
」
字
が
サ
系
譜
と

し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
日
蓮
宗
内
部
に
問
題
の
所
在
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
蓮
宗
の
資
料
に
先
に
真
名
本
に
お
い
て
指
摘

し
た
如
き
「
而
」
字
と
サ
系
譜
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
　
の
日
助
・
自
我
に
よ
る

「
而
」
字
の
使
用
の
根
元
を
明
ら
か
に
す
る
手
順
と
し
て
、

1
．
日
興
門
流
内
部
か
ら
の
検
討

2
．
日
助
・
自
我
と
同
時
代
の
日
蓮
宗
内
異
法
脈
か
ら
の
検
討

の
二
つ
の
視
点
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
1
は
法
脈
内
部
で
の
伝
統
的
用
字
法
の
可
能
性
、
2
は
共
時
態
と
し
て
の
日
蓮
宗
の
用
字
法
の
可

能
性
の
検
討
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
は
、
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
よ
り
、
先
の
1
、
2
に
該
当
す
る
資
料
を
選
定
し
た
。

1
．
日
興
門
流
か
ら
の
検
討

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て

一
七
三
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（15）

日
興
門
の
資
料
と
し
て
、
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
、
興
尊
全
集
・
興
門
集
を
と
り
あ
げ
た
。
た
だ
し
、
日
興
の
著
述
に
関
し
て
は
、

（16）

『
日
興
上
人
全
集
』
を
使
用
し
た
。
興
門
全
集
に
は
日
日
、
日
華
、
日
仙
、
日
代
、
日
道
、
日
妙
、
日
郷
、
自
助
、
日
尊
、
日
順
、
日
満
、

日
印
、
日
大
、
日
叡
、
日
伝
、
目
盛
、
日
限
の
著
述
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
内
に
は
、
漢
字
文
だ
け
で
な
く
仮
名
交
じ
り
文
も
存
す
る
が
、

一
次
的
な
調
査
と
し
て
、
表
記
に
は
制
限
を
設
け
な
か
っ
た
。
以
下
、
2
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（17）

調
査
の
結
果
、
「
而
事
」
「
而
程
」
は
両
語
と
も
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

右
の
結
果
よ
り
、
「
而
」
字
を
サ
系
譜
と
し
て
使
用
す
る
、
或
い
は
「
而
程
」
「
而
事
」
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
日
興
門
流
内
の
用

字
法
或
い
は
訓
読
法
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。

2
．
日
助
・
自
我
と
同
時
代
の
白
蓬
宗
内
異
法
脈
か
ら
の
検
討

日
助
・
自
我
と
同
時
代
の
日
蓮
僧
と
し
て
は
、
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
内
に
日
辰
、
日
修
、
日
現
、
日
洗
、
日
樹
の
著
述
が
み
ら
れ
る
。
そ

（18）

れ
ら
の
内
、
こ
こ
で
は
日
辰
（
永
正
五
～
天
正
四
（
一
五
七
六
）
）
の
『
造
仏
論
議
』
『
読
唱
論
議
』
を
調
査
し
た
結
果
、
名
詞
に
掛
か
る
用
例

と
し
て
は
「
而
時
」
一
例
で
、
「
事
」
「
程
」
に
掛
か
る
用
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
二
つ
の
視
点
よ
り
調
査
し
た
結
果
、
「
而
事
」
「
而
程
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
物
語
や
神
道
集

に
見
ら
れ
る
用
字
法
は
、
日
蓮
宗
宗
派
内
部
の
種
々
の
資
料
に
渡
る
、
特
殊
な
用
字
法
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

日
蓮
宗
内
部
に
お
い
て
共
時
態
と
し
て
も
、
門
流
に
お
い
て
も
特
異
な
位
置
を
占
め
る
曽
我
物
語
や
神
道
集
の
「
而
」
字
の
用
字
法
は
、

時
代
・
宗
教
的
な
流
派
に
よ
る
位
相
と
は
別
の
視
点
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
『
曽
我
物
語
』
の
「
而
」
字
は
、
付
訓
の
存
す
る
用
例
は
勿
論
、
「
而
事
」
「
而
程
」
「
不
而
」
「
乍
而
」
「
而
気
」
に
つ
い
て
も
サ
系



接
続
詞
の
語
と
し
て
訓
読
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

何
故
先
代
で
は
決
し
て
結
び
つ
く
こ
と
の
無
か
っ
た
、
サ
系
の
語
と
「
而
」
字
と
が
結
び
つ
き
得
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
熟
字

「
而
程
」
が
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
頻
用
に
伴
い
、
「
而
程
」
と
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
と
が
結
び
つ
い
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
更
に
、
「
而
」
と
サ
系
接
続
詞
と
が
結
び
つ
き
、
「
サ
リ
ナ
ガ
ラ
」
（
「
乍
而
」
）
「
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
」
（
「
不
而
」
）
な
ど
の
サ
系
接
続
詞
と
し

て
の
用
法
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
曽
我
物
語
』
・
『
神
道
集
』
・
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
の
「
而
」
字
の
用
法
は
、
時
代
・
宗
教
的
な
流
派
に
よ
る
位
相
の
み
で
は
、

そ
の
特
異
性
を
説
明
す
る
の
に
十
分
で
な
く
、
あ
る
特
定
の
学
問
集
団
に
お
い
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
真
名
本
で
あ
る
と
い

う
資
料
的
性
格
に
そ
の
使
用
の
背
景
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

（3）

456

古
辞
書
等
の
記
述
に
よ
る
。
後
述
す
る
。

真
名
本
に
は
、
大
き
く
倍
音
表
記
に
よ
る
本
文
と
、
変
体
漢
文
を
志
向
し
た
と
み
ら
れ
る
本
文
と
に
分
か
つ
こ
と
が
出
来
る
。
前
者
の
例
と
し
て

は
『
伊
勢
物
語
』
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
『
曽
我
物
語
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
発
表
が
対
象
に
し
よ
う

と
す
る
の
は
後
者
の
類
に
属
す
る
真
名
本
で
あ
る
。
考
察
の
対
象
と
す
る
時
代
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
依
っ
て
は
原
文
（
仮
名
本
）
の
成
立
と
真
名

本
の
成
立
に
相
当
の
幅
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
末
ま
で
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

熟
字
に
つ
い
て
は
、
付
訓
に
よ
る
分
類
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
尚
、
表
中
の
片
仮
名
は
本
文
に
付
さ
れ
た
墨
仮
名
点
、
平
仮
名
は
朱
ヲ
コ
ト
点
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。

中
田
祝
夫
・
林
義
雄
『
字
鏡
集
白
河
本
　
影
印
編
』
（
勉
誠
社
、
昭
和
五
二
・
七
）

鈴
木
博
『
妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
い
ろ
は
字
影
印
・
解
説
・
索
引
』
（
清
文
堂
、
昭
四
九
・
五
）

尚
、
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
於
け
る
「
然
」
字
の
訓
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
資
料
に
は
「
然
」
字
が
6
0
例
存
し
、
そ
の
内
助
字
と
し
て
用

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
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時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

い
ら
れ
て
い
る
用
例
は
5
6
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
全
て
が
無
訓
或
い
は
部
分
付
訓
で
あ
り
、
サ
系
・
シ
カ
系
の
別
を
確
認
出
来
る
用
例
は
存
し
な
い
。

（
7
）
　
使
用
し
た
本
文
を
、
以
下
に
記
す
。
平
安
遺
文
（
『
C
D
－
R
O
M
版
平
安
遺
文
』
）
、
御
堂
関
白
記
（
『
御
堂
関
自
記
総
索
引
』
）
、
『
九
暦
』
『
小
右

記
』
『
殿
暦
』
『
間
置
関
白
記
』
『
蕪
辞
日
録
』
（
以
下
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
大
日
本
古
記
録
）
、
延
慶
本
平
家
物
語
（
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
』

『
延
慶
本
平
家
物
語
索
引
篇
』
）
、
応
仁
記
（
古
典
文
庫
『
応
仁
記
　
付
応
仁
別
記
』
）
、
方
丈
記
（
『
真
字
本
方
丈
記
　
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
）
、
神

道
集
（
大
岡
山
書
店
刊
『
神
道
集
』
）
、
湯
山
聯
句
抄
（
『
湯
山
聯
句
抄
本
文
と
総
索
引
』
）
、
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
（
勉
誠
社
刊
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
）
、

大
塔
物
語
（
『
続
群
書
類
従
第
二
十
一
輯
下
』
）
、
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
（
斯
道
文
庫
影
印
叢
刊
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
）
、
源
平
闘
詳
録

8901叫
郡
内

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
『
源
平
闘
詳
録
本
文
と
研
究
』
）

「
造
堺
」
　
の
意
味
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
こ
こ
で
は
程
度
を
示
す
語
と
解
し
た
。

神
道
集
「
而
程
」
の
用
例
は
他
に
九
例
存
す
る
。

岩
波
古
典
文
学
大
辞
典
に
は
「
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
・
『
私
衆
百
因
縁
集
』
・
『
平
家
族
伝
抄
』
・
『
宝
物
集
』
第
二
種
七
巻
本
と
共
通
す
る
章
句
が

多
く
、
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
と
は
、
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
と
と
も
に
、
特
殊
な
宛
字
が
多
く
共
通
す
る
事
は
、
編
者
を
考
え
る
要
素
と

な
り
う
る
が
、
そ
れ
ら
の
思
想
圏
・
言
語
圏
は
特
定
で
き
な
い
。
」
　
（
村
上
学
項
目
執
筆
、
「
神
道
集
」
の
項
）
　
と
あ
る
。

「
然
」
字
に
対
す
る
全
訓
付
訓
例
は
「
サ
テ
」
2
例
（
1
0
0
／
5
、
1
1
0
／
6
）
、
「
サ
リ
ト
テ
」
1
例
（
1
8
9
／
1
1
）
、
「
サ
ラ
バ
」
（
1
9
3
／
3
）
、
「
サ
ハ
」

一
例
（
2
0
6
／
1
1
）
　
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
　
（
山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
而
ル
程
ニ
」
1
7
例
、
「
然
ル
程

ニ
」
　
3
例
存
す
る
。

「
而
事
」
は
古
記
録
に
若
干
見
ら
れ
る
が
、
「
而
」
字
が
「
事
」
字
に
懸
か
る
用
例
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
所
謂
助
字
で
あ
る
の
か
は
十
分
検
討
出

来
て
い
な
い
。
ま
た
、
サ
系
で
あ
る
か
シ
カ
系
で
あ
る
か
も
不
詳
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

作
成
に
際
し
て
は
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
　
（
日
蓮
宗
事
典
刊
行
会
編
、
昭
和
五
六
・
一
〇
）
等
を
参
照
し
た
。

日
蓮
宗
宗
学
全
書
刊
行
会
、
昭
和
三
四
・
一
〇

日
興
上
人
全
集
編
纂
委
員
会
、
興
風
談
所
、
平
成
八
・
三

但
し
、
名
詞
に
係
る
用
例
と
し
て
は
日
限
（
～
至
徳
元
（
一
三
八
四
）
）
　
の
『
五
人
所
破
抄
見
聞
』
に
唯
一
例
「
而
処
」
が
み
ら
れ
る
。



・
而
レ
ハ
聖
人
御
弟
子
タ
ル
人
ハ
天
台
沙
門
ト
不
レ
可
レ
言
而
処
二
五
老
僧
天
台
沙
門
ト
吉
事
且
ハ
上
行
出
世
ヲ
不
レ
弁
且
ハ
別
不
嘱
ヲ
迷
倒
シ
　
（
五

二
ハ
、
四
）

（
1
8
）
　
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
八
巻
所
収

（
付
記
）
　
本
稿
は
、
平
成
十
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
及
び
平
成
十
年
度
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
四
十
四
回
大
会
に
於
い
て
発

表
し
た
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
研
究
集
会
に
於
い
て
席
上
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て




